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はじめに

カクレガニ科Pinnotheridae De Haan, 1833は甲殻亜門軟甲綱十脚目に属するカニ類（短尾下目）の一
科であり，現在はカクレガニ亜科Pinnotherinae De Haan, 1833，マメガニ亜科Pinnixinae Števčić, 2005，
Pinnixulalinae Theil, Cuesta & Felder, 2016の3亜科から構成される（Theil et al., 2016）．本科に含まれる多
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概要

名古屋大学理学研究科附属臨海実験所 2024年度公開臨海実習の磯採集において，ツメナシピンノ
Discorsotheres subquadratus (Sakai, 1939)がウミギク属の一種Spondylus sp.より採集された．ツメナシピ
ンノは比較的稀な種であり，今回の採集地である菅島は失われたホロタイプの産地である答志島に非常
に近い．そのため，ツメナシピンノおよびウミギク属の一種の標本に伴った形態情報および写真を報告
する．原記載である1939年以降伊勢湾からは標本を伴った記録がないことから，本報告は現在もツメ
ナシピンノが伊勢湾に分布していることを示す．

Abstract

During the 2024 marine biology course at the Sugashima Marine Biological Laboratory, Graduate School of Science, 
Nagoya University, a specimen of Discorsotheres subquadratus (Sakai, 1939) was collected from a bivalve of the genus 
Spondylus (Spondylus sp.). D. subquadratus is considered a relatively rare species, and the collection site, Sugashima, is 
geographically very close to Tōshijima, the type locality of the lost holotype. Given this proximity, we report morphological 
data and photographs of both D. subquadratus and its host Spondylus sp. Since the last specimen-based report from Ise Bay 
dates back to its original description in 1939, this record confirms the continued presence of D. subquadratus in Ise Bay.
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くの種は , 他の無脊椎動物に寄生または偏利共生し ,その宿主は軟体動物，環形動物，腕足動物，半索
動物など多岐にわたることが知られている（Pearce, 1966；Jones, 1977；小西，1996；小西，2010；渡部，
2013）．また，近年の分子系統解析の発展とともに大幅な分類体系の見直しがなされており，現在でも
科から属レベルでの分類学的検討が活発に進められている（Theil et al., 2016；Ahyong et al., 2021；Ng et 

al., 2022；Tsang and Naruse, 2023）．
ツメナシピンノDiscorsotheres subquadratus (Sakai, 1939)はカクレガニ亜科に属するカニの一種で
あり，日本近海においてイタボガキ科Ostreidae Rafinesque, 1815のイワガキCrassostrea nippona (Seki, 

1934)，イガイ科Mytilidae Rafinesque, 1815のムラサキイガイMytilus edulis Linnaeus, 1758やウミギク科

図1　採集場所，名古屋大学理学研究科附属臨海実験所前の磯．A，実験所側から撮影．B，実験所側に向かって撮影．



― 3―

Spondylidae J. E. Gray, 1826のチリボタンSpondylus cruentus Lischke, 1868など幅広い二枚貝類に寄生する
ことが報告されている（Ahyong, 2018）．酒井（1933）は三重県鳥羽市答志島の桃取町から採集された
標本をOstracotheres spondyli Nobili, 1905として一度報告した後，同産地から得られた追加標本を加えて
再検討し，O. subquadratus Sakai, 1939として新種記載した（Sakai, 1939）．原記載で検討された標本は
いずれも伊勢湾産であり，宿主は疑問符付きでイガイM. crassitestaとされている（Sakai, 1939）．その
後，O. subquadratusはオーストラリア産のD. subglobosus (Baker, 1907)の新参異名とされたが（Pregenzer, 

1988），現在では有効種と判断されている（Ahyong, 2018）．なお，O. subquadratusのホロタイプは紛
失した可能性が高いうえ，Sakai (1939)の記載のみではD. subglobosusとの識別が困難であることから，
Ahyong (2018)は駿河湾大瀬崎で得られた標本をネオタイプに指定した．
今回，筆者らは名古屋大学理学研究科附属臨海実験所で行われた公開臨海実習中にツメナシピンノを

採集した．今回得られた標本はその採集地が失われたとされるホロタイプの産地である答志島に極めて
近く，Sakai (1939)以降標本を伴った報告のない伊勢湾からの記録となること，また本種自体採集され
るのが比較的稀であることから , ここに新たに採集した個体を図示し，菅島におけるツメナシピンノお
よび宿主の特徴について報告する．

材料と方法

2024年8月20日正午から三重県鳥羽市菅島の名古屋大学大学院理学研究科附属臨海実験所前西側の磯
（34°29′02″N 136°52′31″E）（図 1）において生物観察を行っていた際に，水深約1 mの海中にて，長辺約30 

cmの転石にウミギク属の一種Spondylus sp.とみられる貝類が付着しているのを発見した．この転石を実
験所に持ち帰りメスを用いて殻を開けたところ，外套腔内部からカクレガニ科の一種を発見した．
得られたカニおよび宿主の標本は 99%エタノールで保存し，それぞれ名古屋大学博物館（NUM; 

Nagoya University Museum, Nagoya, Japan）に収蔵した．標本の大きさはノギス（TAJIMA）を用いて甲
幅と甲長，または殻長と殻幅を計測した．標本は肉眼もしくは実体顕微鏡（Nikon SMZ18）下で観察を
行い，種同定を行った．なお，宿主の左殻と軟体部は標本に保存されているが，右殻は転石に強く固着
し剥離が困難であったため保存されていない．
本研究で検討した種の異名表はAhyong (2018)に詳しく，また同研究以降で同種の記録を扱った研究

は確認されなかったため，本研究では割愛した．

結果
Discorsotheres Ahyong, 2018

ツメナシピンノ属

備考：Ahyong (2018)はOstracotheres H. Milne Edwards, 1853の分類を見直し，Austrotheres Ahyong, 

2018（模式種：A. pregenzeri Ahyong, 2018），Discorsotheres Ahyong, 2018（模式種：Pinnotheres subglobosa 

Baker, 1907），Latatheres Ahyong, 2018（模式種：O. tomentipes Takeda and Konishi, 1994）の3新属を設立
するとともに，各属および各種の特徴を整理した．これらの4属の中で，Discorsotheresは甲の後方で
甲幅の最大値を取ること（vs. 甲幅の最大値は甲の側縁のほぼ中央の位置），第3胸脚の形状が左右非対
称であること（vs. 第3胸脚は左右で同形）および鉗脚指部の末端がヘラ状となること（vs. 鉗脚指部の
末端は尖る）で他の3属と見分けられる（Ahyong, 2018；Poore and Ahyong, 2023: p. 422–431, 862–870, 

872）．
従来Ostracotheresに含まれていた日本産種はツメナシピンノとケアシツメナシピンノL. tomentipes
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（Takeda and Konishi, 1994）の2種であるが（Sakai, 1939；Takeda and Konishi, 1994），Ahyong (2018)の措
置によりそれぞれDiscorsotheresとLatatheresに移動した．なおOstracotheresには「ツメナシピンノ属」
の和名が充てられていたが（三宅 , 1986），Ahyong (2018)によってOstracotheresに属する日本産種が存
在しなくなったこと，属の和名の由来であるツメナシピンノがDiscorsotheresへ移動したことから，本
研究ではDiscorsotheresの和名に「ツメナシピンノ属」を用いることが妥当と判断した．

Discorsotheres subquadratus (Sakai, 1939)

ツメナシピンノ
（図2）

検討標本：NUM Ac0348, 1雌，甲長 7.6 mm，甲幅 10.5 mm，三重県鳥羽市菅島，水深1 m，ウミギク

図2　 ツメナシピンノDiscorsotheres subquadratus (Sakai, 1939)（NUM Ac0348）．A，全身，背面観．B，全身，腹面観．C，
全身，正面観．D，右第3顎脚，外面．E，左鉗部，外面．F，右胸脚，腹面観．Scale bars: A–C, 10 mm; E–F, 2 mm.
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属の一種Spondylus sp.（殻長63.0 mm，殻幅57.0 mm）に寄生，福岡雅史・小西晶子採集．
同定：Poore and Ahyong（2023: p. 422–431, 862–870, 872）に基づき，検討標本は甲の側縁が後方へか

け丸みを帯びて膨らむこと（図2A），第3顎脚指節を欠くこと（図2D），鉗脚の不動指先端はヘラ状に
広がること（図2E）からDiscorsotheres Ahyong, 2018に同定された．さらに，Ahyong（2018）より甲背
面は平滑で甲域区画は不明瞭だが，中央部は緩やかに隆起すること，眼窩と触角窩は前面観で明瞭に斜
めに並ぶこと（図2B, C），第3顎脚座長節（ischiomerus）の内縁が丸みを帯びて突出すること（図2D），
第4, 5胸脚の指節は前節の約半分の長さであること（図2F），第3胸脚長節の長さが第4胸脚長節の約1.4

図3　 ウミギク属の一種Spondylus sp.（NUM Ac0349），左殻．A，内側，軟体部有り．B，内側，軟体部を剥離後．C，外
側．D，蝶番，外側．E，前方側面，外側．F，後方側面，外側．Scale bars: 1 cm.
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倍であることから，今回の検討標本はD. subquadratus (Sakai, 1939)ツメナシピンノに同定された．
分布：東京湾（千葉県鋸南町保田），相模湾，駿河湾，伊勢湾（タイプ産地），瀬戸内海（広島県尾道），

長崎，国外では南沙諸島からの記録がある（Sakai, 1939；Sakai, 1976；Ahyong, 2018）．
宿主：検討標本の宿主（NUM Ac0349）（図 3）は右殻がそのほとんど全面で基質に固着していたこと，
殻内部の周縁部が橙褐色を帯びること（図3A, B），肋上の棘はまばらで小さいこと（図3C–F）からウ
ミギク科ウミギク属のヤスリメンガイSpondylus candidus Lamarck, 1819に最もよく似る（奥谷，2017：p. 

544–546，1199–1201）．しかしながら奥谷（2017：p. 544–546，1199–1201）では左殻表面が淡紅色とさ
れるヤスリメンガイに対し本個体は暗紅色であること，またウミギク属の分類は未だ十分に整理されて
いないことから，本研究では種の断定は避けた．

まとめ

本研究では，菅島より新たに採集されたツメナシピンノとその宿主について報告した．本種はSakai 

(1939)で伊勢湾の標本に基づき記載されて以降，ホロタイプが失われた上に，伊勢湾の標本に基づく追
加報告はなく，駿河湾の標本をネオタイプとして再記載された経緯をもつ．本報告は再検証可能な証拠
標本に基づき，本種が現在もタイプ産地である伊勢湾に分布していることを示した点で重要である．
本種はこれまでに東京湾から伊勢湾までの太平洋岸，瀬戸内海，長崎および国外では南沙諸島からの

記録があり（Ahyong, 2018），その分散と生息域は日本近海においては黒潮流域に関連している可能性
がある．
本種の宿主にはこれまでイタボガキ科，イガイ科，ウミギク科貝類が知られている（Sakai, 1965；

Ahyong, 2018）．今回はウミギク科貝類から採集されたが，ウミギク科の分類は混乱しており，同科貝
類から本種を記録した先行研究（Ahyong, 2018）での宿主の同定の信頼度に関しては不明である．また，
特にイガイ科貝類は20世紀以降移入種として世界的に分布を拡大しており（石田他，2005；Lim et al., 

2018；Gracia et al., 2020；Oyarzún et al., 2024），それに伴う本種の分布拡大の可能性も示唆される．総
括して，宿主の標本を伴った標本の保管が再検証を可能とし，本種の分布および共生生態を解明するこ
とに繋がると考える．
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